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距離と親しさ
―若い世代のポライトネス―


















































































































































同・親 同・疎 上・親 上・疎 下・親 下・疎
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
父／母 １５ １１．８ ４９ ３８．６ ６４ ５０．４ １１１ ８７．４ ２４ １８．９ ５４ ４２．５
お父さん／
お母さん
７６ ５９．８ ６５ ５１．２ ５１ ４０．２ １１ ８．７ ７９ ６２．２ ５３ ４１．７
パパ／ママ １６ １２．６ ４ ３．１ ８ ６．３ ０ ０．０ ８ ６．３ ６ ４．７
おやじ／
おふくろ
７ ５．５ ２ １．６ ０ ０．０ １ ０．８ ８ ６．３ ５ ３．９
その他 １３ １０．２ ７ ５．５ ４ ３．１ ４ ３．１ ８ ６．３ ９ ７．１
計 １２７１００．０ １２７１００．０ １２７１００．０ １２７１００．０ １２７１００．０ １２７１００．０
表３ 他者に対する親の呼称の規範とそれ以外
同・親 同・疎 上・親 上・疎 下・親 下・疎
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
「父／母」 １５ １３．２ ４９ ４０．８ ６４ ５２．０ １１１ ９０．２ ２４ ２０．２ ５４ ４５．８
「父／母」以外 ９９ ８６．８ ７１ ５９．２ ５９ ４８．０ １２ ９．８ ９５ ７９．８ ６４ ５４．２






選択肢： A 父／母 B お父さん／お母さん C パパ／ママ














（９）a．「同・親」と「同・疎」 Χ２（１，N＝２３４）＝２２．５３５ V＝．３１０ p＝．０００
b．「上・親」と「上・疎」 Χ２（１，N＝２４６）＝４３．７３６ V＝．４２２ p＝．０００
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６ Brown & Gilman（１９６０）でもすでに指摘されている。Brown & Gilman（１９６０）は、ヨーロッパの言語
における T（親称）と V（敬称）の２種類の二人称単数代名詞の使い分けを、力（power）と仲間意識（soli-
darity）の変数を用いて分析したもので、Brown & Levinson（１９８７）のポライトネス理論の先駆的研究の
１つである。
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